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【はじめに】 
 当院での電子カルテ導入にあたり、透析室では業務上での利便性を考えニプロ社製透 
析情報管理システム DiaCom を導入した。 
今回、運用を開始して 6 ヶ月間の経過と有用性を報告させて頂きます。 
【目的】 
 DiaCom を導入、運用を開始して 6 ヶ月という短い期間でありますが実際に運用した 
経過と有用性を検討したいと思います。 
 

 

 

構成ユニットは「サーバ」、「監視記録・情報管理ユニット」、「体重登録ユニット」、 

「記録ノートユニット」の大きく 4 つに分かれております。 
 



 

システムの構成は画面の図のようになっております。各ユニットが末端の透析装置と連 
動しております。8 台の記録ノートパソコンは可動式となっております。 
 

 



 

まず業務の省略化と効率化です。上段が Diacom 導入前、下段が Diacom 導入後とな 
ります。記録用紙作成や除水計算、透析装置入力、バイタル測定などが省略されており 
ます。 
 

 



 
Diacom を導入しての変化を申し上げます。 
患者が体重計に乗ると体重が体重登録ユニットに飛びます。D/W から除水量が自動計 
算され透析装置に転送されます。 
 

 

 



透析中の定期チェック（30 分毎）は図のノートパソコンの画面で処置コメント入力やバイ 
たるなどの自動登録を行っております。 

 

透析施行中の設定変更（D/W 変更、血圧低下での除水量・除水速度調整など）は図の画面 
で行います。 

 



 

当日の医材・薬剤が一覧で表示、プリントアウトされます。 

 

医事請求の包括化や各加算が自動化され、医事課にコストが転送されます。 



 

Diacom 導入前と Diacom 導入後では除水量計算ミスが 3 件→1 件、ﾀﾞｲｱﾗｲｻﾞ間違いが 4 件 
→1 件、転記ミス・透析条件漏れが 11 件→0 件と去年と比べて減少しています。 
 

 

Diacom 導入前と Diacom 導入後では透析前準備が 30 分→20 分、体重測定～透析開始まで 



の時間が 7 分→5 分、定期チェック時間も 10 分→5 分と去年に比べて短縮されているのが 
分かります。 

 

 


